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菊陽北小学校　５年　大山　爽
そ　ら

来（現在６年生）「自分を見つめて」
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　菊陽人りさーちの掲載を希望する人は氏名、年齢、住
所、連絡先（昼間）をお知らせください。掲載対象は、小
学生以上で菊陽町に住んでいる人です。掲載が決まりま
したら、ご連絡します。

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192　（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎（232）2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

募集中
！

菊陽人りさーち
和
わ

田
だ

　崇
たか

志
し

さん
（14歳・沖野）

◦好きな教科　数学
◦趣味　サッカー
◦特技
　みんなと仲良くすること
◦将来の夢　学校の先生
◦友達に伝えたいこと
　受験一緒に頑張りましょう

◦好きな教科　体育
◦特技　モトクロス
◦今一番やってみたいこと　
　友達と海外旅行
◦今後の目標　受験合格
◦友達に伝えたいこと
　一緒に合格しようね

三
み

芳
よし

　敬
けい

介
すけ

さん
（14歳・光２町内）

ゆたかな心をはぐくむ
91 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

■日時　12月３日㈯　午前９時～正午
■場所　菊陽中学校体育館
■内容　ステージ発表（武蔵ヶ丘中、菊陽北小、菊

陽中部小、菊陽南小）、展示発表（菊陽中、
武蔵ヶ丘北小、武蔵ヶ丘小、菊陽西小）

第32回　部落差別をはじめあらゆる差別をなくす　菊陽町人権子ども集会

現状と課題、集会の
目的を話し合う
実行委員

　私は、自分が弱いと思います。理由は人に流された
りするからです。例えば、「○○ちゃんのこと好き？」
と言われると「きらい！」と言ってしまいます。だか
ら今度きかれたら「どうしてそんなこと言うの？」と
言い返したいと思います。
　それと、もう一つ私に弱さがあります。それは、ひ
とにまかせてしまうことです。だれかがいじめられて
いたら、他の人も見ているから、誰か一人が言ってく
れるからいいやとか、いちいち先生に言うのめんどう
だなと思ってしまいます。でも、実際に自分がされる
と「だれか先生に言ってきて」とか「たすけて」と
思ってしまいます。
　人を放っておいて、自分の時はだれかに助けを求め
て、人任せというより自分勝手になってしまいます。
そこが自分の一番悪いところです。

　たまに、一人自分の部屋で考えることがあります。
どうして私は、こんなに人を傷つけてしまうのだろろ
う。困っている人に「だいしょうぶ？」と言えないの
だろう。それは自分の弱さのせいだから、自分のせい
だと考え変わろうとしました。でも今に始まったこと
ではないからなかなか直せません。そこを直したら人
に優しくできるのに、人を傷つけなくて済むのにと思
います。だから私は、これまで以上に努力をしていじ
めをしないようにします。もしそれが表に出てしまっ
たら、人から教えてもらって、できたら自分で気付い
て、人を傷つけないようにしたいです。それと、人が
自分と同じまちがいをしていたら止めていいクラスを
作っていき、最後の一年間を大事にして、いじめのな
い、差別のない、人を大切に思っている最高のクラス
にしたいです。（みんなが変われなくても、一人が変
わればだれかが変わる。だれかが変われば、たくさん
の人が変われるはずだから、まず自分が変わります！）
　人は、変わる！と強く決めたら変われます。だから
私は変わります。絶対に。

（先生から）５・６年生合同の人権集会で、６年生が自分の
弱いところを５年生に語りました。その後、自
分を見つめて書いた作文です。素直に誠実に自
分のことをつづってくれています。

差別やいじめのおかしさに気付くために

学習会夏祭りでのスイカ割り

　この集会は子どもたち一人一人が差別やいじ
めのおかしさに気付くための集会です。家族や
友達にもそのおかしさを伝えていってほしいと
思います。皆さんは友達のことを考えて行動で
きていますか。この集会に参加して自分の行動
を振り返ってみてください。
　たくさんの参加をお待ちしています。

　　　　　　菊陽町人権子ども集会実行委員長
　　　　　　　菊陽中学校３年　吉岡　明日佳


